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若い僧 鎮魂の祈り 曹洞宗青年会 

３０年日航機墜落 

 

日航機墜落事故の記憶を受け継ごうと、県曹洞宗青年会（渡辺龍道会長）は７日、事故

現場の上野村・御巣鷹の尾根を訪れ、慰霊法要を行った。 

 墜落から３０年が経過し、事故を知らない若い僧侶が増えたことから実施した。 

 一行は慰霊の園（同村樽原）で法要後、木々が色づき始めた尾根に登り、昇魂之碑の前

で読経して犠牲者の冥福を祈念。管理人の黒沢完一さん（７２）から事故の説明も受けた。 

 参加した１１人中７人が初めての慰霊登山。３０年前の事故当時、青年会に属していた

僧侶は連日、関係施設で犠牲者を弔ったという。事故の年に生まれた志塚優翁さん（３０）

＝高崎市＝は「後進へ事故のことを伝えなければならないと感じた」と訴え、渡辺会長（３

９）＝同＝は「先輩たちが一生懸命供養してきたことを引き継ぎ、事故を風化させないよ

う努めたい」と話した。 


